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SDGs貢献・地域循環型社会の構築に取り組む活動

～健康・生きがいづくりを目指して～

令和6年6月8日

田村 眞悠

一般社団法人地域QOL研究所

（設立2018年11月）

住所 広島県安芸高田市向原町坂1689-3

お話しすること
本日のお話は、季刊いきがい 4月号に掲載された内容を
重点的にお話します。

内容は、シンクタンクでの5年間、大学での5年間、
地域活動7年間の「産学官連携」「若者たちとの関り」

「地域づくり・地域行政との関り」がベースになります。
この中で「繋ぐこと」「ステップアップのための

ワークショップ」を強みとしています。
アドバイザー活動は、はじめの一歩といった状況です。

本日、皆さんとの意見交換により更に飛躍する機会に
させていただきたい。以下で、お話させていただきます。

1.概要
2.健康生きがいづくりアドバイザーまでの道のり
3.地域活動開始と会社立ち上げのきっかけ
4. SDGs貢献活動と、閉校した校舎を活用した「SDGs研修センター」設立のきっかけ
5. 「SDGs研修センター」の活動内容
6.今後の目標
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1.概要

一般社団法人地域QOL研究所 （設立2018年11月）

広島県安芸高田市向原町坂1689-3

法人名

６人メンバー

広島県安芸高田市の閉校小学校を「SDGs研修センター」
とした
地域づくり、
人材育成を通じた健康・生きがいづくり

活動領域

子供達の育成、三世代の交流促進、
健康づくりの取り組みを持続可能にすすめる
地域づくり

活動の
目標

地域資源を繋ぐこと、
ワークショップによるステップアップ手法

強み

田村眞悠

(一社)地域QOL研究所 代表理事

（一社）健康生きがいづくりおかやま 理事

2. 健康生きがいづくりアドバイザーまでの道のり

「健康」「生きがい」というキーワードを

念頭に活動しています。

今年もいただきました。

活動地域(広島県)から離れた岡山市での
出会いから、活動の場をいただいたことで
した。課題としている健康寿命伸長の取り
組み調査から、岡山市内で活発に活動し
ている健生おかやまのメンバーを知人の

紹介で知り、つながったことでした。

現在、健生おかやまの理事として活動
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健康生きがいづくりアドバイザー取得

アドバイザー同期生 4人

構成 20代 1人
30代 1人
40代 1人
70代 1人(私)

認定研修 提案課題

100才大学を岡山に作ろう!!

3. 地域活動開始と会社立ち上げのきっかけ
〇大学勤務直後で、地域で古民家を活用した活動をしている友人から広島県内陸部の

中山間地域にあるお店に人が集まるように出来ないか？」の一言から始まりました。

その場所は、安芸高田市でした。

〇ちょうど、広島県が「さとやま未来博2017」の 旗揚げをしている時で、この事業に

採択され、「えんがわ創作プロジェクト」として地域に眠っている未利用資源に

注目したのが最初の活動です。
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地域資源に注目し、「アート」「健康・栄養」「未利用資源」を
テーマにワークショップを1年間に17回実施し、地元から参加し
た33名の会員メンバー・応援団のもと、地域住民のニーズ確認
と次につながること（＝持続可能な活動）を模索しました。

具体的な活動として始めたのが、藍を植え、生葉を使った「藍染
め」でした。また、手入れされていない竹林の竹を市のチッパー
機で粉砕加工し肥料等に利用する活動などは、今でも継続してい
ます。また、地域資源の中には、当地が生んだ牛の絵で有名な
「野に生きる日本画家和高節二」の生き様・足跡が辿れる場所
や作品の原画などもあり、こうした地域資源をどう活かしていっ
たら良いか、ということなどもワークショップの手法を使い検討
をすすめているところです。
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手入れされていない竹林の竹を市のチッパー機で粉砕加工し肥料
等に利用する活動などは、今でも継続しています。また、地域資
源の中には、当地が生んだ牛の絵で有名な「野に生きる日本画家
和高節二」の生き様・足跡が辿れる場所や作品の原画などもあり、
こうした地域資源をどう活かしていったら良いか、ということな
どもワークショップの手法を使い検討をすすめているところです。

〇会社立ち上げのきっかけ

ワークショップを担当した講師
メンバーを中心に、「会社をつく
ろう」という後押しをいただき、一
般社団法人 地域QOL研究所と
して2018年11月に会社を立ち上
げました。

「調査」「研究開発」「地域づくり」
が広範にできる組織づくりを

目指し、専門家集団の強みを生
かした活動を展開し現在６期目
に入っています。
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4. SDGs貢献活動と、閉校した校舎を活用した
「SDGs研修センター」設立のきっかけ

私のSDGs

SDGsへの最初の取り組み

田舎が元気になれば持続可能な日本ができる。

地域の課題とSDGs

StartSDGs@広島 田村 眞悠

地域の困ったことをビジネスモデルに組み込み解決します!!

2020.7.4
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生活の質という面から回りを見渡して
みると、働く場や雇用の確保の問題、
高齢者の生活の質の悪さ、年金減額に
よる貧困といったように課題は山積す
る。課題があること、困ったことがあ
ることは、大きなチャンスでもある。
自分は、団塊の世代でもある。課題山
積の現状を作り上げた一員でもあると
言える。
自分は、若い世代が好きです。
息子、娘たちが好きです。
みんなが夢を持ち、心豊かに生活して
いくために、「人材育成」をしながら
「健全な100歳社会のモデルづくり」を
します。QOLを高めた人生を自分たち
で作り上げていきたい。

私のWhy

SDGsにおいて重要な3つの言葉

地球規模 バックキャスティング

誰一人取り残さない
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さとやまGOODプロジェクト/さとやま未来博2021     (2021.9～12)

会場:  向原生涯学習センターみらい (安芸高田市向原町坂333) *Cafegalleryえんがわ

連絡先: 田村 携帯90-4577-6276  E-mail m1masayukitamura@yahoo.co.jp

①花と歴史街道

②食品廃棄物の活用
ピザ窯の活用

④健康寿命伸長の取り組み③耕作放棄地の活用

成果発表会
/マルシェ

安芸高田SDGs
5つのテーマに取り組みます

12月12(日)
10:00-14:00

① 9月5日(日)14:00-
②10月24日(日)10:00-

①10月24日(日)10:00-*
②11月14日(日)11:00-*

10月２４日
(日)14:00-

11月19日(金)14:00-

オンライン併用

基調講演
健康寿命伸長に係る取り組みと

現状

栄養・運動指導

一般社団法人日本栄養コンシュルジュ協会

歩行マップと地域競走

歩数と健康
実践地域

「ICTの活用」・「課題の見える化」と「対象の明確化」、「動 機づけ」をもとに地域での「連携・協働」!!

フレイル
診断
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なぜ閉校小学校を利用しての研修センターなのか
閉校小学校を活用して異世代交流の復活と子供たちの夢・未来を育む空間づくりをしよう!!

・閉校になりましたが、地域が残したいとの思いが強くあります。

・「こんなこと出来たらよいね」「みんないいね」の熱い思いから

光り輝く「誰一人取り残さない」SDGs実践拠点に甦らせます。
・令和5年秋 開校

安芸高田市が公募利用/旧小田東小学校はどんなところ
150年の教育の歴史と自然・生活環境に恵まれたところです!!
・小学校横を流れる大土川でのヤマメつかみ取り祭りの行事・遊びもされていました。

・自然と歴史に囲まれながら、近くに商業施設、交通要所の芸備線があります。
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思いの詰まった学校です

卒業生も活躍!!
今も子供たちの提案でできた公園があります。

広島県 さとやまグッドアワード
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地域QOLの生い立ち、思いは、

「もの」よりも「人」を重視します!!人が心地よければ、社会も心地よくなるという発想です。
・医学用語のQOL(生活の質)を用い、「地域QOL」とし「誰一人取り残さない」に取り組みます。
・健康寿命と生理学的寿命には10年の差があり、QOL上の課題として地域活動計画に織り込んできています。



12

5. 「SDGs研修センター」の活動内容

どんなことが出来るの
テーマごとのワークショップ、教室、研究会が出来ます。
・ゴールの体育館では、笑いと笑いの研究で心身共にもりあがります。

子どもたちの
夢・未来づくりの

空間

万来万笑によって作り
上げていきます。
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https://www3.nhk.or.jp/hiroshima-
news/20240312/4000025310.html

至近の実例

学校との連携

課外授業として

R6.3.12 小学校での講演
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R6.3.12  高校の講座

地域活動・大学との連携

大学の役割

教育

社会貢献

地域×大学(大学生)
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音楽の力で地域を元気に!!

広大オペラ
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12月30日朝 NHKテレビ放映
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映像記録の活用
12月10日SDGsフェスタ
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研究は、

海と山をつなぎます!!

牡蠣の差し入れを楽しむ
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6. 今後の目標
【新らたな試行】健康生きがい 企画
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地域の連携

地域の個性を活かして地域同士が支え合うネットワークを形成する。海と山を繋ぐと
いう循環社会の構築というコンセプト、環境省が提唱する「地域循環共生圏」の理念
を念頭に置き、地域資源（ヒト・モノ・カネ）の活用を通じ地域課題の解決に取り組
み、自立した地域づくりを目指していきたいと考えています。

現状は
はじめの一歩
の状況です。

ご清聴ありがとうございました。

令和6年6月8日

田村 眞悠


